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観測領域
Orion Nebula 中のHH514の位置 
~ 410pc

青字：大質量星 
白字：原始惑星系円盤 
HH514は170-337に付随、red-shift 
（Orion のHHはblue-shiftが多い）

Fe, Niのラインで明るい 
多くのHHではFe, Niのabundance 大 
ダストの破壊によって供給（？） 

Orion ではこれ以外では小さい

VLTのUVES, GTCのMEGARAで 
HH514のスペクトル観測



スペクトル観測結果の例

上下がスリットの南北の広がり 
左右が波長（速度） 
下の南側からcut1, 2, 3 に分割  
Cut 1 には円盤成分とjet base 
Cut 2 にはknot 
Cut 3 にはNebula成分のみ

PyNebで電子密度、温度の解析

Jet base: 2.3x105 /cc 
Knot: 7x104 /cc 
非常に高密度 
温度は光電離平衡で期待される 
9000Kと整合的

Abundance

S, Fe, NiでNebula の値よりも大い 
それ以外は同程度



Sのoverabundance について
Nebula や円盤風ではみられない 
FeやNiについても、Nebula や円盤では少なく、HH中で多くなってい。 
FeやNiが多いのはHH中でのダストの破壊で説明できる。 
Sについてもダストの破壊が関係か。 

中性でも電離している場合でも、FeやNiが多いHHはよくみられる。 
ダストの破壊はHHのshockか jetの根本で起こるか。 
これほどSが過剰なHHは初めて観測された。 

Kama et al. (2019)によると、円盤での惑星形成過程でS が貯められる 
→そのダストをjet に供給できれば説明ができるかもしれない
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観測対象：ボックグロビュールCB54 
JCMTのPOL-2を使って850umの偏光観測 

ボックグロビュール 
典型的に~0.1pc, 数十Msun -> 低質量星形成 

CB54には5つのpoint source  
CB54YC1-I, II, MIR-a, b, c  

ここでは星形成で重要となる 
磁場形状とアウトフローについて注目する

偏光ベクトル 磁場の向き

黒線はPlanckで得られた磁場の向き 
CB 54の中心付近の磁場の向きはlarge scale の 
向きと揃う。 
外側ではズレる。

外側の磁場は 
12COのアウトフローの向きと 
揃っているように見える。



 物理量の導出 
フラックスから質量 ~ 117Msun 
平均密度 5x103 cc-1 

先行研究と整合的 

16 arcsecを境界に内側と外側に分ける 
外側　～ 64 Msun,  3x103 cc-1 
内側　~53Msun 

外側領域の磁場がアウトフローで曲げられた場合 
(磁場エネルギー)<(運動エネルギー)として 
B<27 uG

CARMAとの比較
緑線がCARMAの 
磁場の向き 
灰色がPOL-2 
高密度領域では 
揃っている 

MIR-cの 
高速アウトフロー 
の方向では、外側 
領域の磁場の向きと 
揃う。

広いスケールにわたって磁場の向きが整合的 
→ 乱流はsub-Alfvenic  
アウトフローによっては向きが大きく曲げられる。
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